
設計対象地震動 レベル2(前後方向地震動 )

項 目 記 号 単位 節点17※ 節点18※

着 目位置 曲げ

せん断カ

点 1 ′点2 点 1 点 2

′点1イ則h/2′点 ′点11則 h/2′点

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B ‖url 1000,0 1000.0 1000.0 1000 0

H Hull 500.0 500.0 500.0 500,0

れun 1000.0 1000.0 1000.0 1000 0

d n」主l 400.0 400.0 400.0 400,0

曲げモーメント

軸力

幅 kN.m -14.5140 7 7686 -15 1544 7.8407

Nd kN 56.3088 56.3088 59 7179 59,7179

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 紺

D19× 4.00
1146 000

D19× 4,00
1146.000

D19× 4.00
1146.000

D19× 4,00
1146.000

As 置 0 000 0,000 0.000 0 000

ヤング係数比

中立軸

n 8.0000 8.0000 8 0000 8.0000

X lllill 27.352 27.352 27.557 27.557

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/劇ぜ 24.0 24.0 24.0 24 0

fyk N/耐 345.0 345,0 345.0 345,0

コンク リー ト設計圧縮強度

鉄筋の設計降伏強度

設計曲げ耐力

γi・ Lヽ/血」

半U定 (γ t・ 醜/血J≦ 1,0)

f'.d N/耐 24.000 24.000 24.000 24.000

f)d N/証 345.000 345,000 345.000 345 000

帆」 kN m -167 093 167.093 -167.859 167 859

0,087 0.046 0.090 0.047

〇 ○ O ○

部材高

有効高

H llun 500.0 500.0

d IIull 400.0 400,0

せん断力

曲げモーメン ト

軸力

Vd kN 19.8068 20 4401

Ⅲlむ kN m 5.2928 5 2857

NJ kN 56.3088 59,7179

せん断補強筋 ピッチ

鉄筋量

Ss i ln 250,000 250,000

A, 耐 506.800 506.800

コンクリー トの設計せん断強度

鉄筋の設計降伏強度

fvtd N/証 0.5769 0.5769

fィュ N/耐 345.00 345.00

有効高による補正

引張主鉄筋比による補正

軸圧縮力による補正

βJ 1.257 1.257

β, 0.659 0.659

β 1,887 1.942

せん断耐力 (コ ンクリー ト)

せん断耐力 (鉄筋 )

せん断耐力 (V。計 聰d)

γl・ Vむ /VyJ

判定 (γ i・ v1/V‖ ≦1.0)

Vtu kN 360 706 371.219

Vsd kN 243.264 243.264

Vyd kN 603.970 614.483

0 033 0.033

O ○

※単鉄筋による耐力照査結果を示す。
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設計紺象地震動レベル2(前後方向地震動)

項 目 記 号 単位 節点19※ 節点20※

着目位置 曲げ

せん断力

点 1 サ1試 2 点 1 点 2

点1側V2点 ′点1イ則h/2′点

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B lun 1000.0 1000.0 1000.0 1000,0

H Hull 500.0 500.0 500.0 500.0

br 皿 ll 1000.0 1000.0 1000.0 1000.0

d ■Ыl 400.0 400 0

7 9175

400.0

-17.0357

400.0

8.8492曲げモーメント

軸力

詭 kN.m -15.7981

NJ kN 63.1295 63 1295 67.0110 67.0110

主鉄筋 鉄筋量 51張側

圧縮側

As 諾

D19× 4,00
1146.000

D19× 4.00
1146.000

D19× 4.00
1146.000

D19× 4.00
1146.000

As 耐 0 000 0,000 0,000 0 000

ヤング係数比

中立軸

n 8,0000 8,0000 8.0000 8.0000

X IIull 27.765 27.765 28,001 28,001

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'。 k N/耐

N/証

N/耐

24.0

345,0

24,0

345.0

24.0

345.0

24.0

fyに 345.0

コンクリー ト設計圧縮強度

鉄筋の設計降伏強度

設計曲げ耐力

γi・ 眺/硫」

判定 (γ i・ 卜rd/血J≦ lo)

f'cJ 24.000 24.000 24.000 24 000

fyむ V耐 345 000 345,000 345.000 345.000

眺 d kN.m -168 641 168.641 -169.523 169 523

0.094 0 047 0 100 0,052

○ O 〇 O

部材高

有効高

H mm 500.0 500.0

d IIull 400,0 400.0

せん断力

曲げモーメン ト

軸力

V kN 21 0805 23.0088

此 kN.m 5.2824 5,9731

N』 kN 63.1295 67 0110

せん断補強筋 ピッチ

鉄筋量

Ss illlll 250.000 250 000

ヽ 紺 506 800 506.800

コンクリー トの設計せん断強度

鉄筋の設計降伏強度

fved N/耐 0.5769 0 5769

fvJ N/耐 345,00 345.00

有効高による補正

引張主鉄筋比による補正

軸圧縮力による補正

βJ 1 257 1.257

β, 0 659 0.659

β 1,996 1.935

せん断耐力 (コ ンクリー ト)

せん断耐力 (鉄筋)

せん断耐力 (V.J+V配 )

γl・ Vd/VyJ

判定 (γ io V」/V"≦ 10)

Vrd kN 381 541 369.881

VsJ kN 243 264 243 264

V,d kN 624.805 613.145

0 034 0.038

O O

※単鉄筋による耐力照査結果を示す。
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設計対象地震動 レベル2(前後方向地震動 )

項 目 記 号 単位 節点21(上)※

着目位置 曲げ

せん断力

点 1 ′点2

点 1イ貝lh/2点

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B 肛ull 1000,0 1000.0

H nIIl 500,0 500 0

“

Hl 1000.0 1000.0

d れコ11 400.0 400.0

山げモーメント

軸力

ヽ̀
u

kN.m -18.3032 9,8241

Nd kN 70.9163 70,9163

主鉄筋    鉄筋量 BI張側

圧縮側

A, 艦

D19× 4.00
1146.000

D19〉く4 00
1146.000

As だ 0 000 0.000

ヤング係数比

中立軸

n 8.0000 8,0000

X llun 28,236 28.236

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/血42 24,0 24.0

fyk N/耐 345 0 345.0

コンクリー ト設計圧縮強度

鉄筋の設計降伏強度

口父計曲げ耐力

γi・ L/Mud

半噂定 (γ i・ 眺/硫む≦1.0)

f'cd N/耐 24.000 24.000

fl」 N/縦 345 000 345 000

比 d kN.m -170.404 170.404

0,107 0 058

O 〇

部材高

有効高

H llとn 500.0

d II巨n 400 0

せん断力

曲げモーメン ト

軸力

VJ kN 25.0020

亀ヽ kN.血 6.6988

Nd kN 70,9163

せん断補強筋 ピッチ

鉄筋量

江un 250 000

Av 謂 506.800

コンクリー トの設計せん断強度

鉄筋の設計降伏強度

frd N/証 0.5769

f榔 N/謂 345,00

有効高による補正

引張主鉄筋比による補正

軸圧縮力による補正

βJ 1 257

β, 0 659

β 1 883

せん断耐力 (コ ンクリー ト)

せん断耐力 (鉄筋 )

せん断耐力 徹 d十 聰d)

γt・ Vd/Vyd

判定 (γ l・ 詭/Vガ ≦1,0)

Vε d kN 359 941

V.d kN 243.264

Vyd kN 603.205

0.041

O

※単鉄筋による耐力照査結果を示す。
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構造計算

Ⅲ-2埋立地浸出水集水ピット
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Ⅲ…2埋立地

(浸出水集水槽 )

縮尺 1:150

設計条件

断 面 図

平 面 国

E

g

弾

,と水

単
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Ⅲ-2埋立地

(浸出水集水槽 )

縮尺 1:150

配筋要領

断 面 図

※頂版、底版の直交する

鉄筋は同径とする

平 面 図

鉄筋被り

各項目 主鉄筋被り

頂 板 106Ⅶ

側 壁 106‖n

底 版 11肺

D19餃 50  D1902:
1小鉄筋劇  繭

と

E

E

霞

D130250

蜘醒

蜘醒　　　　蜘醒
D130260

|

D13C250 I I

I I I I

幽
的鵬ゆ

g

E

E

E

D220250

※鉄筋中心から躯体面までの距離
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Ⅲ-2埋立地浸出水集水ピットの構造計算

1.設計条件

(1)形状及び寸法

(2)使用材料
a,単位体積重量

鉄筋コンクリー トの単位重量

水の単位重量

b.許容応力度

鉄筋

引張り応力度 (SD345)

鉄筋コンクリー ト

設計基準強度

曲げ圧縮応力度

セン断応力度

000     3 000     1 00〔

０
一
ト

ト

γc= 24.5 kN/m3

γw ==  10.O kN/m3

σ sa = 160 N/血電
2(水中部材)

σ ck= 24 N/Hと ,n2

σ ca= 8,O N/mm2
τ al= 0.23N/1ul12

τ a2= 1.70v剛2

τ Oa= 1.60N/■と■
2

※地震時の許容応力度は上記の1.5倍 とする

▽ tW1 lS2 SO

3 000 16`mi

付着応力度
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(3)上載荷重

群集荷重

管理橋反力

(4)風荷重

(5)鉄筋の被 り

q = 3.00 KN/m2

Pv= 54.055 KN/m2 ※管理橋の計算より

Pw= 3.00 KN/m2

頂版、側壁 d

底 版 d

=  100  mm

=  110  HEl

(6)地震慣性力

地震時慣性力は水平方向についてのみ考慮 し,下記に示す設計水平震度から算出する

Kh=Cz× Kh0

ここに、

Kh  :設 計水平震度

KhO :標 準設計震度  (0,20:Ⅱ 種)良 好地盤

Cz  :地域別補正係数 (1.0:千葉県)

上記係数により算出した設計に用いる設計水平震度は、下記の通 りとする。
Kh=Cz× KhO

= 1.0× 0.20

= 0.20
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2.安定計算

2.1計算ケース

【ケース1】 常時〔調整池内空虚

碧1集荷重(q)+自 重(V)+風衛霊(Pwl+管理橋自霊(Pv)

Pw

水重

注)〇 :考慮する ,一 :考慮 しない

静水圧については相殺されるので省略する。

【ケース2】 常時 :洪水時

群集荷重(q)十 自重硼十管理橋自重(Pv)手水霊GYo)+協圧力(0)

Pv

Pw

荷重状態

水位条件
慣
性
力
方

向

荷 重 条 件

調整池内

(EL,m)

躯
体
自
童

上
載
荷
重

管
理
橋
自
重

水

　

重

動
水
Ｆ

揚
圧
カ

風
荷
重

外
水
位

内
水
位

常時
ケース 1 152.50 〇 O ① 〇 O ①

ケース2 159.90 ○ ○ O O ○ ○

地震時 ケース3 152.50 くコ ○ ① ① ① ○

I V3

V4

i V2

Wo Wo

IV3

Ｖ４

煙
ｌ
ｗｏ

重

　

ｏ

水
Ｉ

Ｗ
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IV4

Ｒ３
「
‐V3

‖2~]V2

Wo Wo

【ケース3】 地震時 i調整池内空虚

自蜜 (V博)十 管理橋 (Pv`Ph)+水重 $b〕 +浮力(U)十地震時動水庄 (PO)

Pv

水重 水 重
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…

誌 |

2.2 荷重の算出

a.自 重 ケース1～3共通

重 心  XG= Σ (Al・ Xl)//Σ Ai=1107.195/369.065=

YG=Σ (Ai・ Yi)/Σ Al=3053.829/369.065三

V=A・ γ ck=369.065× 24.500=9042.093(kN)

H=V・ Kh  =9,042 093 X O.20 = 1808,419(kN)

3.000   (m)

8.275  (m)

遷

屋

区  分
面積 重心位置 (m)

A土・ Xi Ai・ Yi
Ai(m2) Xi Y土

底版 6.000× 7.710× 1.500 69.390 3.000 0,750 208.170 52.043

イ員じ壁 1 (5,00× 6.71-3.00× 4,71)× 8.50 = 165,070 3.000 5.750 495.210 949,153

側壁 2 (4.40× 6.11-3,00× 4.71)× 9.50 121.163 3.000 14.750 363.489 1787.154

頂版 4.400× 6.110× 0.500 13.442 3.000 19.750 40.326 265,480

合計 369.065 1107.195 3053.829

番 号

荷重 アーム長 モーメン ト

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN・ m)

MT

(kN m)

① 9042.093 1808.419 3.000 8,275 27126.278 14963.763

Σ 9042.093 1808,419 27126.278 14963,763
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b.群集荷重  ケース1,2

4.40× 6.11× 3.0

q==4.40× 6,11× 3.000

作用位置 = 3.000m

c.管理橋 自重 ケース1～3共通

Pv= 54,055(kN)

作用位置 = 5,200m

Ph=54.055× 0.20= 10.811(kN)

作用位置 = 20.000m

80.652(kN)

番 号

荷重 アーム長 モーメン ト

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN m)

MY

(kN m)

② 80.652 3.000 241,956

Σ 80.652 241.956

番 号

荷 重 アーム長 モーメン ト

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN m)
“

lY

(kN・ m)

③ 54.055 10.811 5.200 20.000 281.086 216.220

Σ 54.055 10.811 281.086 216.220
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d.水重    ケース1,3

Wo=(6.00× 7.71-5,00× 6.71)Xl,00× 9.8

作用位置 = 3.000m

ケース2

Wo=(6.00× 7.71-5.00× 6.71)× 8.40× 9.8

作用位置 = 3.000m

124.558 (kN)

1046.287(kN)

番号

荷重 アーム長 モーメン ト

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kNe m)

MY

(kN・ m)

④ 124.558 3.000 373.674

Σ 124.558 373.674

番 号

荷重 アーム長 モー メン ト

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN m)

l`Y

(kN m)

④ 1046.287 3.000 3138,862

Σ 1046.287 3138.862
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e.地震時動水圧  ケース3

調整水槽は周辺を完全に水で取り囲まれた状態であるので下記の式により動水圧を求める。

参考資料 :H20年 土地改良事業設計基準 「頭首工」P.243

b.周辺を完全に水で取り固まれた堰柱

周辺を完全に水で取り囲まれた堰柱に作用する地震時動水圧の合力及びその作用位置は、武
(12.3-3)、 式 (12.3-9)により算出するものとする。

孝
≦ 2,0の場合

協・紗。・■0・ 打。
lt―ザ子)島2

３

一
４

　

≦
一

0の場合
う
一″

く

，
υ

一
α

汀五ω

ら2=二 ド々ηげ為・耳・,(a7-詩)

4.0<1争
?場合

Pど2=為冷″
耳r=二

'…
・

ここで Pヽ'2:紺造物に作用する地震時動水圧の合力 (kN)

為 :設計水平震度

″O:水の単位体俄董量 (kN/m鵠 )

打 :水深 (m)

FFF:地盤面から地震時動水圧の合力作用点までの距離 (m)

う:地震時r)iJ水圧の作用方向に紺して直角方向の躯体幅 (m)

,:地震時動水圧の作用方向の躯体幅 (m)

40:構造物の断面親 (m2)

(12.3-3)

… ・(12.3-9)

，
日

区う 平均断面

ここで

H= 1,000m   a

b/H=6.710/1.000=

図-12,3-5 柱状構造物に作用する地震時動水圧

5,000m     b

6。 710m

故に計算式は、4.0<b/Hの場合となる。

)
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地震時動水圧の合力の計算

Pd=9/40。 kh・ Wo・ Ao・ H・ b/a

=9/40 X O.20X9.8× 33.550 X l,000× 6.710/5,000

= 19.856 kN/m

作用位置

Hg=3/7× H =3/7× 1.000 = 0.429m

Pd = 19.856〉 (6.710 133.234(kN)

番 号

荷重 アーム長 モーメント

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN m)

MY

(kN m)

⑤ 133.234 1.929 256.951

Σ 133,234 256.951
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e 揚圧力

ケース1,3

U=(6.000× 7.710× 1.500+5.000× 6.710× 1,000)× 9.8= 1008,812(kN)

作用位置 = 3.000m

番 号

荷重 アーム長 モー メン ト

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN m)

卜lY

(kN m)

⑥ 1008,812 3.000 3026.436

Σ 1008.812 3026.436

ケース2

U=(6.000× 7.710× 1.500+5.000× 6.710× 8.400)× 9.8= 3441.858(kN)

作用位置 = 3.000m

番 号

荷重 アーム長 モー メン ト

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN m)

l`Y

(kN・ m)

⑥ 3441.858 3.000 10325.574

Σ 3441.858 10325.574
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f.風荷重

ケース1

ケース2

Pw= 334.275(kN)

作用位置 =Σ (Ai・ Yl)/Σ Pw=3617.606/334,275=10.822m

Pw= 185.313(kN)

作用位置 =Σ (Ai・ Yi)/Σ Pv=2769.529/185。 313=14.945m

区 分
風荷重 重心位置 (m)

Ai・ Xi Ai・ Yi
Pv(kN) Xi Yi

側壁 1 3.00)(7.50X6.71   =   150.975 5.750 868,106

側壁2 3.00× 9.50× 6.11 174,135 14.750 2568.491

頂版 3.00× 0.50× 6.11 9.165 19.750 181,009

合計 334.275 8617.606

区 分
風荷重 重心位置 (m)

Ai・ Xi Ai・ Yi
Pw(kN) Xi Yi

側壁 1 3.00 X O.10× 6.71 2.013 9,950 20.029

イ民ll畳雪2 3.00× 9.50× 6.11 174.135 14.750 2568.491

頂版 3.00× 0.50× 6.11 9.165 19,750 181,009

合計 185,313 2769.529
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2.3安定計算

・計算結果

安定計算条件

■転倒に対する安定

B
e== ―――一――

2

■滑動に対す る安定

ΣM

ΣV
(常時)

≦
一

B

3

B

6

≦
一 (地震時)

Fs=Σ V・ μ/Σ H≧ 1.5(常 時)又は ≧ 1.2(地震時)

μ :底 面の摩擦係数  0.600(コ ンクリー トと地盤の摩擦係数)

■地盤支持力に対する安定

P=V。 (1±6e/B)/B …… 合力の作用位置が中央1/3内 にあるとき(e≦ B/6)

ケース名称
転倒に対する検討 滑動に対する検討 最大地盤支持力

(kN/m2)計算値   許容値 計算値   安全率

ケース 1
常時

潟水時

0,422   (   1,000 14.885  〉    1.5
1965.333

OK OK

ケース2
常時

満水時

0,391   (   1.000 21.956  〉    1.5
1572.115

OK OK

ケース3
地震時
渇水時

1.865   〈   2.000 2.524   〉    1.2
4823.433

OK OK
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項 目

荷重 アーム長 モーメン ト

V

(にN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN・ ml

MY

(kN m)

自重 9042.098 0.000 3.000 0,000 27126.278 0.000

群集荷重 80.652 0.000 3.000 0.000 241.956 0.000

管理橋白重 54.055 0,000 5.200 0.000 281.086 0.000

水 重 124.558 0,000 3.000 0.000 373.674 0.000

揚圧カ -1008,812 Or 000 3.000 0.000 -3026,436 0,000

風荷重 0.000 334.275 0,000 10.822 0.000 3617.606

合  計 8292 546 334.275 24996.558 3617 606

■ヶ―ス1  (常 時、渇水時)

「アーム長」とは、原点か ら重心までの距離。 Xは水平距離、Yは鉛直距離を指す。

・転倒 に対す る検討

B =   6.000m

e=B/2-(Mx一 My)/V

=6.000/2-(24996.5575-3,617.606)/8,292.54(=

es=B/6=6.000/6=  1.000 (ml

e = 0,422    <   es = 1 000 ・ ・ ・ OK

0.422   (m)

・滑動に姑す る検討

SL=Σ V・ μ/Σ H=8292.5455× 0.600/334.275=14.885

Fs == 1.5

SL = 14.885  >   Fs = 1.5   ・ ・ ・ OK

・地盤支持力に紺する検討

P=V,(1± 6e/B)/B

P=4/3。 (V/(B-2e))

合力の作用位置が中央1/3内 にあるとき(e≦ B/6)

合力の作用位置が中央1/3外にあるとき(e>B/6)

e=0.422≦ B/6=1,000の為

Pmax=V・ (1+6e/B)/B=8292.5455× (1+6× 0.422/6.000)/6.000=1965,333(kN/m2)

Pmin=V・ (1-6e/B)/B=8292.5455× (1-6× 0.422/6.000)/6.000=798.849(kN/m2)
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項 目

荷重 アーム長 モーメン ト

V

(kNl

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN m)

Ml,

(kN m)

自重 9042.093 0.000 3.000 0.000 27126.278 0.000

群集荷重 80.652 0.000 3.000 0,000 241.956 0.000

管理橋 自重 54.055 0.000 5.200 0.000 281,086 0.000

水 重 1046.287 0,000 3.000 0.000 3138.862 0.000

揚圧力 -3441.858 0.000 3.000 0,000 -10325.574 0.000

風荷重 0.000 185.313 0.000 14,945 0.000 2769,529

合  計 6781.229 185,313 20462.607 2769.529

■ケース2  (常 時、満水時)

「アーム長」 とは、原点から重心までの距離。Xは水平距離、Yは鉛直距離を指す。

・転倒 に対す る検討

B =   6.000m

e =B/2-(Mx一 My)/V

=6.000/2-(20462.6071-2,769.529)/6,781.22C=

es=B/6=6.000/6=  1.000 (m)

e == 0.391     <    es == 1.o00 ・ ・ ・ OK

0.391  (血 )

・滑動 に対 す る検討

SL=Σ V・ μ/Σ H=6781.2287× 0.600/185。 313=21.956

Fs = 1.5

SL EE 21.956  >   Fs = 1.5   ・ ・ ・ OK

。地盤支持力に対する検討

P=V。 (1±6e/B)/B

P=4/3・ (V/(B-2c))

合力の作用位置が中央 1/3内 にあるとき(e≦B/6)

合力の作用位置が中央1/3外にあるとき(e>B/6)

e=0.391≦ B/6=1.000の為

Pmax=V,(1+6e/B)/B=6781.2287× (1+6× 0.391/6.000)/6.000=1572,115(kN/m2)

Pmin=v・ (1-6e/B)/B=6781.2287× (1-6× 0.391/6.000)/6.000=688.295(kN/m2)
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■ケース3  (地 震時、渇水時)

「アーム長」 とは、原点から重心までの距離。 Xは水平距離、Yは鉛直距離を指す。

。転倒に対する検討

B =  6.000m

e=B/2-(Mx一 My)/V

=6.000/2-(24754,6015-15,436.934)/8,211.8C=

es=B/3=6,000/8=  2.000 1m)

e = 1.865    <    es = 2.000 ・ ・ ・ OK

1.865  (m)

・滑動に姑する検討

SL=Σ V・ μ/Σ H=8211.8985× 0.600/1,952.463= 2.524

Fs =三  1.2

SL = 2.524   >   Fs = 1.2   ・ ・ ・ OK

・地盤支持力に対す る検討

P=V。 (1± 6e/B)/B

P=4/3。 (V/(B-2c))

合力の作用位置が中央1/3内 にあるとき(e≦ B/6)

合力の作用位置が中央1/3外にあるとき(e>B/6)

e=1.865>B/6=1.000の 為

P =4/3・ (V/(B-2c))

=4/3× (8,211.894/(6.000-2× 1,865))=4823,433 kN/m2

作用する範囲

x=3× (B/2-e)

=3× (6.000/2-1.865)=3.405m

項 目

荷 重 アーム長 モーメン ト

V

(kN)

H

(kN)

X

(m)

Y

(m)

Mx

(kN・ m)

MY

(kN m)

自重 9042.093 1808 419 3.000 8.275 27126.278 14963,763

管理橋自重 54.055 10.811 5.200 20.000 281.086 216.220

水 重 124.558 0,000 3.000 0.000 373.674 0.000

動水圧 0.000 133.234 0.000 1.929 0.000 256.951

揚圧力 -1008.812 0.000 3.000 0,000 -3026.436 0.000

合  計 8211.894 1952.463 24754.602 15436.934
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3 部材の設計

検討断面

頂版

側壁

底版

短辺方向 単純梁

側壁最下端点での水平方向ラーメン構造

4辺 固定スラブ

3.1頂版の設計

1)荷重の計算

群集荷重

自   竜  0.500  ×  24.50

3.000 kN/m2

12.250 kN/m2

W= 15.250 kN/m2
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2)断面力の計算

スラブ条件

W

Lx

Ly

Ly/Lx

4辺 固定スラブ

等分布荷重

短辺長

長辺長

辺長比

15 250 kN/m2

3.700 m

5,410 m

5,410 / 3.700

曲げモー メン ト

ーMXl (W・ lx2)=

一Myl (W・ lx2) =

喰2(W'lX2)=

My2nax (V・  lx2)=

せん断カ

Qxl (W。 lx) =

Qyl (W・ lx)=

-0.0749 ×

-0.0566 ×

0.0382 X

O.0114 ×

0,5162 X

O,4700 ×

15.250  ×

15.250 ×

15.250 ×

15.250 ×

15,250‐  ×

15.250 X

3.7002=

3,7002=

3 7002=

3,7002=

1.462

-15.630

-11.821

6.940

2.375

29.128

26.520

(kN・ m)

鰤

伽

鰤

　

御

い

ｍ
＞

　

ｍ
＞

　

ｍ
，

3,700

3.700

一

伸

一〓 】

中

一

中

一
【

一

中

一
】

I

ノ l

ノ
l

ノ l
■ ャ、

J

′
:

]

I

堆

ノ
E

′ l

B

I

108 19

999 9

9809

ゆ 子0,

99 90

959聯

C04 94

命
４
〕●
▲
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

争
虫
工
〕喜
‘
１
‥
甘

939 99

00 98

0100

19 20 密 0

l

S 90
1ャ

`A

1.462
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弁室部底版各点に発生する断面力

D点

Ｅ
ぺ
烈
Ｌ

短辺方向

曲げモーメントM

kN・ m

せん断力 Q

kN

A点
短辺方向 0,000 0.000

長辺方向 -11.821 26.520

B′ミ
短辺方向 6.940 0.000

長辺方向 2.375 0,000

C点
短辺方向 -15,630 29.128

長辺方向 0.000 0,000

D点
短辺方向 0.000 0.000

長辺方向 -11.821 26.520

Btt C点

)
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部材名・区分
短辺方向 長辺方向

端部 (下面 ) 中央 (上面) 端部 (下面 ) 中央 (上面)

モーメン ト M  KN・ m 15,630 6.940 11.821 2.375

せん断力 s     KN 29.128 26.520

部 材 厚 h    mm 500 500 500 500

鉄筋の被 り t

有効都材厚 d 圧ull

100 100 100 100

400 400 400 400

最小鉄筋量 As  mm2 800 800 800 800

鉄筋径 工よIl 19 19 19 19

ピッチ 嵐lrll 250 250 250 250

鉄筋量As
2

Hlln 1146 1146 1146 1146

鉄筋周長U
2

Hlln 240 240 240 240

P 0.00287 0,00287 0.00287 0 00287

k 0.25352 0.25352 0.25352 0.25352

」
0.91549 r｀  0｀ 民ノ10

圧縮応力度 σ C N/mm 0,84 0,37 0.64 0.13

許容応力度   σ ca N/1u12 8 00

判    定 OK OK OK OK

引張 り応力度   σs N/■ ln12 37.24 16.54 28.17 5.66

許容応力度 σ Sa N/m2 160.00

判    定 OK OK OK OK

セン断応力度 τ N/mm2 0.08 0.00 0,07 0.00

許容応力度 τ a N/mm2 0 23

判   定 OK OK OK OK

付着応力度 τ 0 N/mm2 0.33 0 00 0.30 0.00

1.60許容応力度   τ oa N/“ lln2

判   定 OK OK OK OK

3)応力度の検討

主応力鉄筋を単鉄筋構造として計算する。

As
P=  b・

d

k=k=(2n・ p十 (n

j=1-寺

2M
(ア C=K・

j ・b・ d2

M
σS=  As・

 j ・ d

S
t=b・

j・ d

S

p)2) 1/2_n・ p

※セン断応力が許る値を満足 していないのでスターラップの検討を行 う。

ここに

h:断面の幅 1000(alln)

d:有効都材厚 (lllttl)

As:必要鉄筋量 (lllm)

U:鉄筋周長の総和 (lIHl)

M:曲 げモーメン ト(kN・ m/m)

Siせん断力 (kN/m)

OC:コ ンクリー トの曲げ圧縮応力度 (N/m2)

σS:鉄筋の引張り応力度 (N/mll12)

τ:コ ンクリー トのせん断応力度 (N/1H12)

τO:コ ンクリー トの付着応力度 (N/肛lln2)

U・ j・ d
τ O=
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3.2上部側壁の設計

上部側壁の検討は 【常時、風荷重】の場合を検討する。

1)側壁に作用する荷重

a.風荷重 3,000 kN/m2

2)荷重図

W =  3.000  kN/ピ

B=5.410m

① ○

①

)

増
口
＼
Ｚ
】
　
　
　
〇
〇
〇
．∞　
　
　
　
　
Ｈ
　
警

呂
〇
〇
卜

．∞
Ｈ
白

①
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3)断面力の計算

a.係数及び荷重項の計算

α/β =L/B= 3.形00 /
C CD=C AB=W・ L2/12=

CD=C Bc=W・ B2/12=

=   0,68

x 3.7002/12 =
x 5.4102/12 =

-2.31

=    -5.74

+   7.32    =

=  0   ・ ・ ・ OK

5.410

3.000

3.000

3,42

7,32

KN・ m

5,74  KN

KN・ m

KN・ m

b.節点回転数 θA未知数の計算

対象荷重を受けるラーメンなので未知数はθAのみである

θA=C AB~C AD =
1+α

3,42 7.32

1-卜   0.68

c,端モーメントの計算

M AB =θ A― C AB =~2.31 -

M AD =α  θA― C AD= 0・ 68  X

ΣMA=Mか3+MAD=  ~5.74  +

3.42

-2.31

5。 74

d,中央部のモーメントの計算

部材中央部のモーメントは、端モーメントを受け、かつ、等′分布荷重が作用する単純梁と

して求める。
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① AB部材の最大曲げモーメントの計算

始点Aの反力 RA は、RA=V・ L/2 従 うて

Mx=RA・ X~W/2・ x2+MAB

最大曲げモーメントは、x=L/2の 時であるので

Mmax=RA・ L _ Wx←≒―)2+Md

=歩 ×キー+× (孝 )2+M鰐 =ギ +M胡

② AD部材の最大曲げモーメントの計算

AB部材 と同様に

Mmax = + M8

3.000)(5.410^2
8

_  3.000× 3,700^2
8

-5,74   =   -0,60  KN・ m

-5,74 5.24  KN・ m

耐
一８

-5,735kN・ m

-5,735kN・ 血

曲げモーメント図

-5,735kN・ m

-5。 735kN・ 虹

5.240kN・ 血

5,240kN・ m

-0.602kN・ H
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軸

迅

ＢＣ

カ

,CD 都材 N=W・ B/2=

,AD 部材 N=V・ L/2=

3.00

3.00

×  5,41

x  3,70

/2 =
/2 =

8.12  KN

5.55  KN

f.セ ン断カ

セン断力は、節点と各節点から 2d離れた位置に対するものとする。

① 節サ点セン断力

AB部材

一一
　

〓

起
　
　
Ｍ

Ｓ
　
Ｓ

W・ L/2=
SAB~W・ L=

AD部材

SM= W・ B/2=
Sかd)= SAB~W・ B=

3.000

5.550

x  3.700

-   3,000

/2 ‐ 5,550 KN

×   3.700   =    `-5,550   KN

3.000

8.115

5.410 /2

3.000  ×

X = 8.115 KN

5,410   ==    -8,115 KN

② 節点から 2d離れた位置のセン断カ

2d=2× (1,000-100)= 1800 mla 1,800  m

dl

X2=L-2d 2d

Xl

AB部材

xl== 2d ==    1,800

x2= 3,700--1.800=

SXl= SAB=W・ Xl=

SX2= Sd~W・ X2=

血

1,900  m

5,550   -

5,550   -

Ｘ

　

Ｘ

1.800

1,900

AD部材

xl== 2d ==    1.800

x2= 5.410--1.800=

SXl ==  SDA ~ W・ Xl =

SX2= SDA~W'X2=

m

3.610 m

8.115

8.115

3.000

3.000

3.000

3.000

0.150 KN

-0,150 KN

2.72  KN

-2.72  KN

L(B)
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4)応力度の検討

主応力鉄筋を単鉄筋構造として計算する。

都材名・区分
AB,CD部材 (短辺方向) BC,DA部 材 (長辺方向)

端部 (外 ) 中央 (外 ) 端部 (外 ) 中央 (内 )

モーメン ト M  KN・ m 5.736 0.602 5,736 5.240

節 点  S  KN
せん断力

2dの位置 S'  KN

5.550 8.115

0.150 2 715

軸力 N    kN 8.115 8.115 5 550 5.550

部 材 厚 h    mm 700 700 700 700

鉄筋の被 り d'     ■nl 100 100 100 100

有効高さ d    mm 600 600 600 600

偏心距離  e=M/N HHl 707 74 1034 944

最小鉄筋量 As  hm2 1200 1200 1200 1200

鉄筋径 肛Hl 22 22 22 22

ピッチ Hull 250 250 250 250

鉄筋量As alm2 1548 1548 1548 1548

鉄筋周長U Hltt12 280 280 280 280

中立軸の位置xの計算

x3+α .x3+β ・x+γ =0 203.635 813.070 182.773 186 828

α=3o' 1070.619 -827.625 2050.689 1782 574

β= 6n/b・ As(e'キ d) 133312 45157 178826 166375

γ= -6n/b・ As・ d(e'キ d) -79986934 -27094263 -107295604 -99824851

e =e― h/2 356.873 -275.875 683 563 594.191

P 0,0026 0.0026 0.0026 0.0026

K 0.2422 0.2422 0.2422 0.2422

」 0.9193 0,9193 0.9193 0 9193

圧縮応力度    σcN/■ lm2 0,14 0.02 0,14 0,13

許容応力度   σca N/剛 2 8.00

判    定 OK OK OK OK

引張 り応力度   σsN/11コ a2 4.2 -0.1 5.0 4.4

許容応力度   。sa N/HH12 160,00

判    定 OK OK OK OK

セン断応力 N/mm2

τ 節 点 0,01 0.01

τa許容応力度 0.46 0,46

判    定 OK OK

τ 2dの位置 0.00 0 00

τa許容応力度 0.23 0.23

判   定 OK OK

付着応力度 to   N/Hlm2

τo節 点 0.04 0.05

τ oa許容応力度 3.20 3.20

判   定 OK OK

τo 2dの位置 0.00 0.02

τ oa許容応力度 1.60 1.60

判    定 OK OK
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ヨンクリー トの曲げ圧縮応力度 (N/mm2)

N
C=

bX 
―n・ As d~~X

2           x

鉄筋の引張り応力度 (N/mm2)

d― x
σSと  れ `σ C“““

X

ヨンクリー トのせん断応力度 (N/血電
2)

S
τ= b・

d

コンクリー トの付着応力度 (N/mm2)

S
τ O=

U・ j・ d

As
P=  b.d

k=(2n・ p+(n・ っ)2) 1/2_n'p

k
j=1-

σ

3

ここに

bi

d:

As:

U:

M:

SI

n:

断面の幅 1000(mml

部材厚 (llull)

必要鉄筋量 (Hull)

鉄筋周長の総和 (1)ml

曲げモーメン ト(kN・ m/m)

せん断力 (kN/ml

ヤング係数 n=15

298



3,3下部側壁の設計

側壁の検討は最も荷重が作用する 【常時・洪水時】の場合を検討する。

1)側壁に作用する荷重

水圧作用高さ

水の単位体積重量

設計水平震度

a.静水圧

ql = γW・ H

H=

γW=

Kh=

8.400 m

9.800 kN/n3

0.200

= 9.800〉〈8.400 82.320 kN/♂
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2)荷重図

W= 82.320 kN/■ f

B=5,710m

3)断面力の計算

a.係数及び荷重項の計算

α/β =L/B= 4.000 / 5,710
C CD=Cd=W・ L2/12=82.320
CD=C Bc=W・ B;/12=82.320

日
〇
〇
〕

．部
＝
ロ

聰
＼
ｚ
】
　
　
ｏ
ω
∞
．山
∞
　
　
　
　
＝
占

○①

① ③

=   0.70

×  4.000 2//12

× 5,7102/12
= 109.76 KN・ m

=  223.66 KN・ 皿

b.節点回転数 θA未矢日数の計算

対象荷重を受けるラーメンなので未知数は θAの みである

C AB~C AD   109,76 - 223.66

c.端モーメントの計算

M AB =θ A― C AB=~66.98

MD =α  θA一 C AD= 0'70

ΣMA=MかB+MAD=  ~176,74

-66.98

-176.74  KN・ n

223.66   =  176.74 KN・ 血

0   , , ,OK

θA=        =
1+α 1+  0.70

-  109.76  =

× -66.98 +

+  176,74   =
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d.中央部のモーメントの計算

部材中央部のモーメントは、端モーメントを受け、かつ、等分布荷重が作用する単純梁と

して求める。

① AB部材の最大曲げモーメン トの計算

始点 Aの反 力  RA は、RA=V・ L/2 従 つて

Mx=RA・X~W/2・ x2+Mか3

最大曲げモーメントは、x=L/2の 時であるので

Mmax=RA・ L_W×
(孝 )2+M迅

=サ ×孝―+× (+濤 M畑 =ギ 十M畑

82_320× 4.000^2 -176.74 -12.10 KN・ 血
8

② AD部材の最大山げモーメン トの計算

AB部材 と同様に

れhax= w.B2

8
+ M趙

82 320X 5,710^2 -176.74 158,75 KN・ m
8

-176,742kN

曲げモーメン ト図

76.742kN・ m

158.754kN。 胆

-12.102kN・
lll

158,754kN・ m

-176 742kN,
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軸 力

AB,CD 部材 N=W・B/2=

BC,AD 部材 N=V・L/2=

=  235,02 KN

=  164.64 KN

=  164.640 KN

4.000   =   -164.640  KN

82.32

82.32

× 5.71 /2

× 4.00 /2

f.セ ン断カ

セン断力は、,営Ⅲ点と各紳点から Zd離れた位置に対→るものとする。

① 節点セン断力

AB部材

一一
　

〓

畑
　
　
臥

Ｓ
　
　
Ｓ

W・L/2=82.320
SA3~W・ L= 164.640

x  4.000 /2

-  82.320 ×

部材ＡＤ

蠍

‰

= W・ R/2=82.320 ×

= SAB~WiB= 235.024 -

=  235.024 KN

5,710   ==   -235.024  KN

5,710 /2

82.320 X

② 節点から 2d離れた位置のセン断力

d

AB部材

xl= 2d =    1.800

x2== 4.000--1.800=

SXl ――  S迅 = W・ Xl =

SX2=Sか B― W'X2=

m

2.200  14

164.640  -

164.640  -

2d=2X(1,000-100)= 1800 11Hl  = 1.800 m

|

Xl

X2=L-2d 2d

AD部材

xl== 2d ==    1.800

x2== 5.710-1.800=

SXl= SDA~W・ Xl=

SX2 ==  SDA ~ WiX2 =

m

3.910 m

235.024 -

235,024  -

82.320 ×

82,320  ×

82.320  〉(

82.320 ×

1,R00

2.200

1,800   =

3.910   =

=  16i464 (N

=  -16.464 KN

86.85  KN

-86.85 KN

L(B)
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4)応力度の検討

主応力鉄筋を単鉄筋構造として計算する。

都材名・区分
AB,CD部材 (短辺方向) BC,DA部材 (長辺方向)

端部 (外 ) 中央 (外 ) 端部 (外 ) 中央 (内 )

モーメン ト M  KN・ lxl 176.743 12.102 176,743 158,754

節 点  S  KN
せん断

2dの位置 S'  KN

164.640 235.024

16.464 86.848

軸力 N   kN 235.024 235.024 164.640 164 640

部 材 厚 h    mm 1000 1000 1000 1000

鉄筋の被 り d 肛Hl 100 100 100 100

有効高さ d     nピ ll 900 900 900 900

偏心距離  e=M/N 狂lal 752 51 1074 964

最小鉄筋量 As   mm2 1800 1800 1800 1800

鉄筋径 屈un 25 25 25 25

ピッチ nHl 250 250 250 250

鉄筋量As ェlln2 2027 2027 2027 2027

鉄筋周長U 江H12 320 320 320 320

中立軸の位置xの 計算

x+α・x+β ・x+γ =0 331.464 1,325.577 286.616 297.762

α 756.064 -1345.525 1720 531 1392,756

β= 6n/b・ As(e'+d) 210163 82366 268812 248881

γ= -6n/b・ As・ d(e'十 d) -189146902 -74129041 -241931226 -223992457

e'=e― h/2 252 021 -448.508 573.510 464.252

P 0.0023 0,0023 0.0023 0.0023

K 0.2283 0,2283 0.2283 0.2283

‐l 0,9239 0.9239 0.9239 0,9239

圧縮応力度    ocN/111112 2 07 0.35 2,10 1.88

許容応力度   σca N/1m2 12 00

判    定 OK OK OK OK

引張り応力度   σsN/1m2 53.2 -1 7 67 6 57.2

許容応力度   σsa N/ェ ln12 240.00

判   定 OK OK OK OK

セン断応カ N/mm2

τ 節 点 0,18 0.26

τa許容応力度 0,69 0.69

判    定 OK OK

τ 2dの位置 0.02 0 10

τa許容応力度 0.35 0.35

判    定 OK OK

付着応力度 τo   N/1n12

τo節 点 0.62 0.88

τ oa許容応力度 4.80 4.80

判    定 OK OK

τo 2dの位置 0.06 0,33

τ oa許蓉応力度 2.40 2.40

判    定 OK OK
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コンクリートの曲げ圧縮応力度 (N/mm2)

N
σ C=

bX 
――n・ As d~~文

2           x

鉄筋の引張 り応力度 (N/m2)

d一 x
σs= n・ σc一

X

ヨンクリー トのせん断応力度 (N/11m2)

S
t= b・

d

コンクリー トの付着応力度 (N/mm2)

S
τO=

U・ j・ d

P=  b.d

k= (2n・ p+(na p)2) 1/2_.,p

j=1-考

ここに

b:断面の幅 1000(mml

di部材厚 (mm)

Asi必要鉄筋量 (mml

U:鉄筋周長の総和 (mla)

M:曲げモーメントlkN・ 凛/m)

Siせん断力 (kN/ml

n:ヤング係数 n=15
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3.4底版の設計

1)底版に作用する荷重の計算

自重

群集荷重

頂版

側壁 1

側壁 2

4.40× 6.1lX3.000               =

4.400× 6.110× 0.500× 24.50         =

(5,00× 6,71-3,00× 4,71)× 8.50× 24.50 =

(4.40× 6.11-3.00× 4.71)X9.50× 24.50=

80.652 kN/m2

329,329 kN/m2

4044.215 kN/m2

2968.494 kN/m2

計

221,243 kN/m2

7422.690 kN/m2

W
7422.690

6,710   ×   5,000

305



2)断面力の計算

スラブ条件

W

Lx

Ly

Lyノ
/Lx

4辺 固定スラブ

等分布荷重

短辺長

長辺長

辺長比

221.243 kN/m2

4.000  m

5,710 m

5,710   ノ/   4.000   E   l.428

曲げモーメント

ーMXl (V・ lx2)三

一Myl (W・ lx2) =

咀2(V・ lX2)=

My2max (W・ lx2) =

せん断力

Qxl (V・ lx) =

Qyl (W・ lx) =

-0.0738

-0,0563

0.0326

0.0117

X 221.243 ×

× 221,243 ×

× 221.243 ×

× 221.243 ×

4.0002=

4.0002=

4.0002=

4.0002=

-261332(d

-199。 207(kN

l15.223(kN

41.505   (kN

ｍ
，

ｍ
＞

ｍ
＞

ｍ
ヶ

0.5128 ×

0.4700  X

221.243 ×

221.243 ×

4.000

4.000

453.769

415.936

酬
　
創

!

E

1,428

I

I

一
声

一エ 一

【

一
】

一

【
一
【

]

ノ I

ノ
l

ノ
■ Ft

I

】

沖
１

`

E

I

Iヽ

缶 :

:

亀`:

]

r
I

l

199 19

り 900

9800

ゆ T0 0

069a

059 05

040 94

■
■
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―
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―

工・
【
学
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落
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ｌ
ｔ
ｉ
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019 9表
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底版各点に発生する断面力

曲げモーメント V

kN・ m

せん断力 Q

kN

A点
短辺方向 0,000 0.000

長辺方向 -199.207 415。 986

B点
短辺方向 115.223 0.000

長辺方向 41.505 0.000

C点
短辺方向 -261.332 453.769

長辺方向 0,000 0.000

D点
短辺方向 0,000 0.000

長辺方向 -199.207 415,936

)

Ｅ
ぺ
綱
Ｌ

D点

短辺方I句

)
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部材峯・区分
短辺方向 長辺方向

端部 (下面 ) 中央 (上面 ) 端部 (下面) 中央 (上面 )

モーメン ト M  KNom 261,332 115.223 199.207 41.505

せん断力 s     KN 453,769 415 936

部 材 厚 h    mm 1500 1500 1500 1500

鉄筋の被 り t     ,111 110 110 110 110

有効部材厚 d    mm 1390 1390 1390 1390

最小鉄筋量 As  剛
2 2780 2780 2780 2780

鉄筋径 肛url 22 22 22 22

ピッチ ■111 125 125 125 125

鉄筋量As
2

HHI 3096 3096 3096 3096

鉄筋周長U
2

Hlln 560 560 560 560

P 0.00223 0,00223 0.00223 0 00223

k 0.22735 0.22735 0.22735 0.22735

」 0,92422 0.92422 0 92422 0,92422

圧縮応力度 oc  N/mm

許容応力度 σ Ca N/1hm2

1.29

8,00

判   定 OK OK OK OK

引張り応力度   os N/HIH12 65.71 28,97 50.09 10.44

許容応力度 σ Sa N/mm2 160.00

判   定 OK OK OK OK

セン断応力度 τ N/mm2 0 35 0,00 0,32 0.00

許容応力度 τ a N/mm2 0 23

判   定 OUT OK OUT OK

付着応力度 τ O N/mm 0 63 0,00 0.58 0.00

許容応力度 τ Oa N/mm2 1.60

判   定 OK OK OK OK

3)応力度の検討

主応力鉄筋を単鉄筋構造として計算する。

As
P=  b.d

k=k=(2n・ p+(n・  p)2) 1/2_n・ p

j=1-寺

2M

※セン断応力が許容値を満足していないのでスターラップの検討を行 う。

σ C=

とこ

b:断面の幅 1000(mml

d:有効部材厚 (lttl)

As:必要鉄筋量 (lllm)

U:鉄筋周長の総和 (思ll a)

M:曲 げモーメン ト(kN・ m/m)

S:せん断力 (kN/m)

σC:コ ンクリー トの曲げ圧縮応力度 (N/11m2)

。S:鉄筋の引張り応力度 (N/Hlm2)

τ:コ ンクリー トのせん断応力度 (N/111n2)

τO:コ ンクリー トの付着応力度 (N/HЫ12)

K・ j・ b・ d2

M
σ S=

」 dAs

S
τ=b・

j・ d

S
τ°こ

U・ j・ d
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4)ス ターラップの計算

スターランプが必要とならない位置

Lo

2 (Ll

c)区間Loにお けるス ター ラ ップ の総断面積

Sv・ S'       306.03  x   1000   ×
Av=       =

鉄筋の被 り=110■Hl

Sc:コ ンクリー トが受け持つ剪断カ

Sv:ス ターラップが受け持つ剪断力

Lo:ス ターラップを配置する区間

147.74 kN

Ｏ
∽

μ
∽

Ｚ
】
ω
Ｏ
』
．∞
蛉
ぐ

∽
Ｒ
茎
撤
＠
や
樽
尋

a)コ ンクリー トが受け持つ剪断力の計算

Sc== 1/2・  τ al・ b・ 」・d

ここに、

=1/2 X O.230 x  1000  × 0,924 ×  1390  == 147737

b)ス ターランプが受 け持つ剪断力の計算

Sv== S――Sc  = 453.77 -  147.74 = 306.03 kN

250
=330,86“ し,■

2

σ sa'j・ d

ここで

180  X O.924 ×  1390

S'はス ターラップの間隔

d)スタとラップが必要とならない位置

Lo〒 Lユ ーLl・ Sc/S= 2.000 -  2

e)配筋区間

L=Lo十有効高=1,349 + 1.390

X 147.74 // 453.77 = 1.349m

2,739  -→   2.800 m

f)鉄筋径

単位幅 lm当 りAv以上あれば良いので

As=As'X4>Av(鉄筋間隔 @250)

鉄筋径を D13と すると

As= 126.7 × 4 = 506.8■ と,m2>  330.860 mm2...OK

・・スターラップは壁軸心からL=2.800mの 区間にD13を 2501Шn間隔で配置する。
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3.5張出し部の設計

1)荷重の計算

水の自重 =8,400× 9.80 82,320 kN/m2

2)応力計算

・片持ち梁等分布荷重

w= 82.320 kN/m2

L=  0.500

a.最大曲げトメント

Mmax=1/2,W・ L^2=1/2X82.320 X O.500ハ 2= 10,290 kN・ m

b.最大セン断力

Smax = W・ L == 82,320〉 (0,500 41,160 kN
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4)応力度の検討

モーメン ト

せん断カ

断面の幅

部 材 厚

鉄筋の被 り

有効高さ

最小鉄筋量

計画鉄筋量

鉄筋径

ピッチ

鉄筋量As

鉄筋周長U

σ C=

※最小鉄筋量 =0.002・ B・ d

> 2780 m2

= 0.22735

As
P=―  =  0,00223

bed

k= (2n・ p+(n・ p)2)1/2_n・ p

k0
j=1-一 ―― = 0.92422

3

2.59

M

S

B

h

d'

d

As

D 22

125

3096

280

=  10.290

=  41.160

=   1000

=   1500

=  ■ 0

=   1390

=   2780

I(N・ m

創

血

剛

剛

血

評

　

　

血

血

耐

鮮

As

U

①コンクリートの曲げ圧縮応力度

2M 2× 10.290X10^6
K・ j・ b・ d2      0.22735)(0。 92422)(1000〉 (1,390ム 2

0.05  N/mm2   <  σ ca =  8.00  N/mm2 . . .OK

②鉄筋の引張り応力度

σ S=
M _      10.290)(10^6

As・ j d      3,096)(0,92422)(1,390

N/■lm2  < σ sa= 160,00 N/“ Ll12 OK

③コンクリートのせん断応力度

_    41.160× 10ハ 3

1,000〉く0,92422)(1,390

N/mと■
2  <  

τa= 0.23 N/mll12 OK

④コンクリートの付着応力度

TO=諦 =

0.1l  N/mm2   <  τ oa =  1.60  N/“ L■
2
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構造計算

Ⅲ-2埋立地地下水集水ピント
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Ⅲ…2埋立地

(地下水集水槽 )

縮尺 1:150

設計条件

▽   170.0
ノ…

~

断 面 図

60.0

e
▼
/

/
/

/
/

湛水

γ=10.00kN/m3
間詰コンクリー ト

管φ900

___至 7_(基盤面)型R■ ___M 149.5

平 面 図

嗣甚コンクリート
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Ⅲ-2埋立地

(地下水集水槽 )

縮尺 1:150

配筋要領

断 面 図

Dl

Dl

Dl Dl

※頂版、底版の直交する

鉄筋は同径とする

平 面 図

00 1

Dl
Dl

０
０

， 　
〇
〇

Dl

鉄筋被り

各項目 主鉄筋被リ

頂 板 100‖1

側 壁 100配 1

底 版 110Mn

Dl

※鉄筋中心から躯体面までの距離
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1章 設計条件

1.1設計姑象

計算対象 : 常時

1.2形式

現場打ちマンホー′ル

1.3形状寸法

中

正面形状

申

側面形状

1.4都材

8 500

700

8 500

700

部材
番号

部材名称 タイプ

正面寸法

外径上縁
(141

内径上縁
(m)

外径下縁
(m)

内径下縁
(ml

ハンチ
(m)

1 矩 形 3.200 0.000 3.200 0.000 0.000

2 矩形 3.200 2.000 3.200 2.000 0.000

3 矩形 3.200 0.000 3.200 0.000 0,000

部材
番号

都材名称 タイプ

側面寸法

外径上縁
(ml

内径上縁
(m)

外径下縁
(m)

内径下縁
(ml

ハ ンチ

(m)

1 矩形 3.200 0 000 3.200 0,000 0.000

2 矩形 3.200 2 000 3.200 2.000 0.000

3 矩形 3.200 0.000 3.200 0.000 0,000

部材
番号 触

⑩
部材高
(ml

部位
断面照査

有無

1 0.500 0.500 頂版 ○

2 9.000 8.500 側壁 ○

3 9,700 0 700 底版 O
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1.5部材の解析モデル

1,6コ ンク リー ト材料

単位重量 γc 24.50(kN/m3)

1.7鉄筋材料

1.8許容値

常時の許容応力度

[1]常時 (割 り増し係数 :1.0)

浮力の検討に対する安全率 :1.200

1.9地下水位

地表面からの深さH

単位重量

0.000(m)

10.0(kN/m3)

都材
番号

形 状 部位 解析条件 備 考

1 矩 形 頂版 4辺固定支持 建築学会

2 矩 形 側壁 水平ラーメン解析

3 矩 形 底版 4辺固定支持 建築学会

部材
番号

材料名称 材料強度f'ょ

(V耐)

ヤング係数Ec
×101

(N/耐 )

1 24 24.0 2.500

2 24 24.0 2.500

3 24 24.0 2 500

都材
番号

材 質
材料強度 f,k

(N/mm2)

ヤング係数Es
X10S

(N/縦 )

1 SD345 345.0 2.000

2 SD345 345.0 2.000

3 SD345 345.0 2.000

都材
番号

R C (N/mぱ )

曲げ圧縮
応力度

σ Ca

せん断
応力度

τ al

付着
応力度
τ Oa

引張応力度 σ sa

大気中 水 中

1 8.00 0.230 1.60 180.00 160.00

2 8.00 0.230 1.60 180,00 160 00

3 8.00 0 230 1.60 180 00 160.00
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1.10地盤条件

地盤条件

1.11荷重

載荷荷重

[1]常時

表層地盤の動的ポアツン比 νD〓 0・ 45

基盤層データ

単位体積重量 γ・ 22.000(kN/m3)

動的ポアノン比 νD=0,30

せん断弾性波速度VBs=300.000(m/s)

衝撃係数     :0.300
地表面荷重 (死荷重):0,0(kN/ぜ )

(活荷重):10.0(kN/評 )

土
層
番
号

深度
Z

(m)

層厚
h

(五 )

単位重量
(大気中)

γ

(kN/ぱ )

単位重量
(水 中)

γ '

(kN/♂ )

静止土圧
係数
K

鉛直土圧
係数

α

1 10.500 10.500 0,000 0.000 0.0000 1.0000

Case
No.

名  称 タイプ 載荷強度
(kN/ギ )

1 車両荷重 後輪荷重 (T…25) 100.000
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2章 常時の検討

2.1鉛直荷重
2,1.1躯体自重

(1)部材重量

2.1.2底版 に作用す る水圧

Wv = γv。 (h ― hw)

=10.000× (9,700-0.000)

=97.000(kN/m2)

ここに、

脂 :底版に作用する水圧 (kN/m2)

γw:水の単位重量 (kN/ば )

hw :地下水位位置 (m)

h :地 表面から底版下面までの星巨離 (m)

2.1.3活荷重

[1]常時

(1)後輪荷重

乳=鈴虫呵
2X100,000

2.75
× (1+0.300)

= 94.545 (kN/m)

ここに

Pl:後輪による活荷重 (kN/m)

P :荷重      、

i :衝撃係数

(2)活荷重による鉛直荷重

土被 りが4m未満の場合、活荷重による鉛直荷重は以下の式で算出する。

部材
番号

部位 名 称 面積×高さ×単位重量 重量
(kN)

1 頂版 3.200)(3.200〉 (0.500)(24.500 125,440

累計Wcl 125.440

2 側壁 (3.200× 3.200-2.000× 2,000)X8.500× 24,500 1299.480

累計Wc2 1424,920

3 底版 3.200)(3.200)く 0,700〉く24.500 175,616

累計 Wc 1600.536
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恥=竿 PI・ β

2・ h+0.2

94.545)(0.90

2)(0,000+0.2

= 4兄 5.455 (kN/m2)

ここに

Pn:活荷重による鉛直荷重 (ぶ|ミ)

Pl :後輪による活荷重 (kN/m)

Wl :後輪荷重の分布幅 (m)

h :上被 り厚 (血l

β :低減係数

土被 り厚h≦ 1.0(m)かつ 内空幅B≧ 4.0(■llの場合

1,0

上記以外の場合

0,9

P

45・

活荷重の分布幅がマンホール幅より小さいので、単純梁でマンホール中心位置の曲げモーメントが

等しくなるように荷重を換算する。

と・的・Bド =と・P・ 'Wl・ ⑫BO―Wつ より
的=∵虫剌
的 = ・12X W昨孵 り

こfィ:1.520(kN/ぽ

)

評:ヨ写夏丘身亀再3布
荷重(kN/m2)

日

0.2m

＼

h

Pvと
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2。 2水 平荷重

2.2.1水平土圧、水圧

側壁部材に作用する水平荷重は以下により算出する。

(1)常時土圧

Ps =K。・ Σ γt・ (h ― hv)十 K。・ Σγ' ・hv

ここに、

Ps  :水平土圧 (kN/m2)

KO  :静止土圧係数

γt :上の湿潤単位重量 (kN/m3)

γ' :上の水中単位重量 (kN/m3)

h  :層 厚 (m)

hw :水 中の層厚 (m)

(2)水圧

Pw= γv ・hw

ここに、

Pw

γW

h¶「

I水圧 (kN/m2)

:水の単位重量 =10.000(kN/∬ )

:地下水位面か らの距離 (m)

(3)活荷重による水平荷重

Pl=Q・ KO

ここに、

Pュ :活荷重による水平土圧 (kN/m2)

Q :地 表面栽荷荷重 =10.000(kN/m2)

Qこ Qd tt Qェ

Qd i死荷重 =0,000(kN/m2)

Ql :活荷重 =10.000(kN/m2)

KO :静止土圧係数

2.2.2水平荷重の集計

K。

部材
番号

土層
番号

深さ
(ml

部位 位 置
上の単位重量

γ(kN/♂ )

Ps
(ぷ/ヾ)

Pv
(kN/ぱ )

Pl

(kN/ぱ )

合計
(kN/ぜ )

1 1 0.250 頂版 中央 0.000 0,000 2.500 0,000 2.500

2 1 0.500 側 壁 上 端 0.000 0,000 5.000 0,000 5,000

2 1 9.000 側 壁 下端 0.000 0.000 90.000 0.000 90.000

3 1 9,350 底版 中央 0.000 0.000 93.500 0.000 93.500
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2.3頂版の計算

2.3.1作用荷重

に 、

頂版都材に作用する鉛直荷重は以下により算出する。

慨 =∵ +h

こ

胆

Ｗｃ

陶

Ａ

Ｐ
ｖと

こ

頂版に作用する荷童 (kN/∬ )

躯体自重 (kN)、 躯体 =頂版

土砂重量 (kN)

載荷面積 (ぱ)=外径面積

活荷重による鉛直荷重 (1(N/m2)

【部材番号 1】

A=3,200× 3.200=10,240(ぽ )

[1]常時

125.440 + 0.000
Wl ・ + 51.520

10.240

=63.770(kN/m2)
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2.3.2断面力の計算

【部材番号 1】

[1]常時

等分布荷重を受ける4辺固定支持板として断面力を算出する。

M=α ・ w・ lx2

Q=α ・ w。 lx

こ こに、

M :曲 げモーメン ト (kN.m)

Q :せん断力 (kN)

w :分布荷重 =63.770(kN/m2)

lx:短辺方向長 さ =2.600(m)
ly!長辺方向長 さ =2.600(m)
α :ly/1xよ り算出される係数

ly/1x = 1.00o

1)曲 げモーメン ト

短辺
方向

係数 α M(kN.血l

Mxl -0.0518 -22 330

Mx2 0.0277 11 941

Qyl

lx

（Ｎ
‐】
「諄
）下

―

金
‘
田
＼
や
牧
【゙

０
今
―
―
―
‐

2)せん断力

短辺
方向 係数 α Q(kN)

Qxl 0,4390 72,787

長辺
方向 係数 α Q(kNl

Qyl 0.4390 72,787

会
〔
し

７
Ｔ
Ｉ
Ｉ
‐

(ッ iO)

Ⅲly 2

Mx2

長辺
方向

係数 α M(kN ml

My上 -0 0518 -22 330

My2 0,0277 11 941

My2max 0.0176 7 587

/

/

/

/

一
一
鯉

一イ

狙

一
↑
一
″

ｌ
〓
定
〓

〓
獲

〓

一
一

一一一

′

一
　

一

ア
　
一

イ
一
一

生
　
一

立
　
一

一

一

一

，

一　

一

一　

一
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3)せん断照査位置のせん断力

照査位置のせん断力は以下により算出する。

Q=凱 ―き鞄十の
こ

Ｑ

Ｑ
ｌ

Ｑ
２

Ｊ

Ｘ

こ

照査位置のせん断力 (kN)

始端でのせん断力 (kN)

終端でのせん断力 (kN)

スパン長 (m)

せん断照査位置 (ml

短辺方向

照査位置 X=0.550(m)

Q = 72,787 - 
瑞

× (721787+72,787)

=41.992(kN)

長辺方向

照査位置 X=0.550(m)

Q=72.787- 0'550× (72.787+72.787)

=41.992(kN)
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2,3.3断面照査

【部材番号 1】 〈前後方向〉

地表面からの深度 0.00o～ 0.500(m)

形状国の単位 :m蘭 主鉄筋 (上面)

主鉄筋 (下面)

8
段

かぶり
(llu11)

ピッチ
(Inコ血)

鉄筋径 本数
鉄筋量
(mm2)

1 100,00 250.0 D19 4.000 1146.000

段
かぶり

(nllは )

ピッチ
(“Hl)

鉄筋径 本数
鉄筋量
(m血

2)

1 100100 250.0 D19 4,000 1146.000
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端都 中央都 h/2J点

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN.m -22.3302 11 9410 -22 3302

N kN

V kN 41 9925

部材幅

部材高

有 局 市亘

有効高

B
“

Hl 1000,0 1000.0 1000.0

H mln 500,0 500 0 500,0

ムw l rⅢ rⅢ6 ∩ 10f)0 (〕 1000_0

d lコlll 400.0 400.0 400.0

主鉄筋 鉄筋景 号1張側

圧縮側

As 耐

D19× 400
1146.00

D19× 4.00
1146.00

D19× 400
1146.00

As' 耐 0.00 0 00 0 00

最小鉄筋量 0.0020・ B・ d

O,008・ N・ 100/σ  ca

判定

AsLlⅢ 山
2 800 00 800 00

Asttin 蘇

○ O

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X mln 101.3184 101.3184 101.3184

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

f'ck N/血ざ 24,0 24,0 24.0

fyk N/mざ 345 0 345,0 345,0

N/縦 1 2033 0.6435

N/鯖 6 0000 8.0000

○ O

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/紺 53 2087 28.4533

N/m♂ 160.0000 160.0000

○ O

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/縦 0,1050

Ce 1.343

Cpt 0.987

CⅢ 1 000

τ BI N/耐 0.3047

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ N/耐 0 5030

τ 03 N/謂 1 6000

○
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【部材番号 1】 く左右方向〉

地表面からの深度 0.000～ 0.500(m)

形状国の単位 :mm 主鉄筋 (上面)

主鉄筋 (下面)

8
段

力ヽ Sり
(mln)

ピッチ
(血狙l

鉄筋径 本数
鉄筋畳
(耐 )

1 100,00 250.0 D19 4,000 1146.000

段
かボ リ

(1題 l11)

ピッチ
(コnin)

鉄筋径 本教
鉄筋量
(m劇匡F)

1 100.00 250 0 D19 4.000 1146.000
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端部 中央部 h/2′点

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN m -22.3302 11 9410 -22 3302

N kN

V kN 41.9925

部材幅

都材高

有効鱚

有効高

B 阻lln 1000.0 1000 0 1000,0

H mHl 500.0 500.0 500.0

bv HHI 1000.0 1000.0 1000.0

d HHl 400 0 400.0 400.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D19× 4,00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

As 鯖 0 00 0 00 0.00

最小鉄筋量 0.0020,B

O.008・ N,

判定

d

103/σ  ca

AsHth 紺 800 00 800 00

Ashin Hltt12

○ O

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X 血 101 3184 101.3184 101,3184

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'Gk N/耐 24,0 24,0 24.0

fyk N/縦 345,0 345 0 345 0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/縦 1.2033 0.6435

σ・a N/耐 6.0000 8,0000

○ O

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/縦 53.2087 23.4533

σ Gコ N/耐 160.0000 160,0000

○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/耐 0.1050

Ce 1 343

Cpt 0,987

CI 1.000

τ Jl N/謂 0.3047

①

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ o N/耐 0 5030

τ oJ N/耐 1.6000

○
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2.4底版の計算
2,4,1作用荷重

底版部材に作用する地盤反力度は以下により算出する。

略 =∵ 十h

:底版に作用する地盤反力度 (kN/m2)

:躯体自重 (kN)、 躯体 =頂版 十中床版 十側壁
:土砂重量 (kNl

:載荷面積 (ド)=外径面積
:活荷重による鉛直荷重 (kN/ド )

【部材番号 3】

A=3.200× 3,200=10。 240(m2)

[1]常時

W3 =
1424.920 + 0,00o

+ 51.520
10.240

=190.672(kN/m2)

底版の断面力算出には、地盤反力度と水圧の大きいほうを用いる。

こと]常時

地盤反力度 190.672(kN/m2)≧ 水圧 97,000(kN/m2)

底版の断面力算出には、地盤反力度を用いる。

ここ

Ｗ３

Ｗｃ
ｈ

Ａ

Ｐ
ｖ．

こ

ブ
ー
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2.4.2断面力の計算

【部材番号 3】

[1]常時

等分布荷重を受ける4辺 固定支持板として断面力を算出する。

M=cし・ w。 lX2

Q=α ・ W・ lX

ここに、

M :曲げモーメント (kN.ml

Q :せん断力 (kN)

w :分布荷重 =190.672 1LN/ぜ )

とx:短辺方向長さ =2.600(m)

ly:長辺方向長さ =2.600(ml

α :ly/1xよ り算出される係数

ly/1x = 1.000

1)曲 げモーメント

Q

最y生

短辺
方向

係数α M(kN.m)

Mxl -0 0518 -66.767

Mx2 0 0277 35 704

長辺
方向

係数 α M(kN.ml

Myl -0.0518 -66.767

My2 0,0277 35.704

My2max 0,0176 22 685

2)せん断カ

短辺
方向

係数 α Q(kN)

Qxl 0 4390 217 633

長辺
方向

係数α Q(k卜Tl

Qyl 0,4390 217.633

lx
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/
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